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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・１２月１２日　１７:３０～１８：３０までメンタルケア病棟３Ｆ会議室にて院内研修があります。テーマ「褥創対策について」　講師：杉沢　八重子Ｎｓです。勤務

　以外の方は必ず出席する様にして下さい。

· 本日庶務より、パソコン前に新しい椅子が２台きています。前の椅子は４Ｆのユーティリティーへ戻しています。

· １２月１３日・１４日に栄養管理室より厨房の台車がペンキ塗りする為、北病棟の台車を借りたいとの事で、１３日は寝具交換時病棟で使用する事を伝えた上で借用することになっています。

· ノロウイルスが今年は昨年の２倍の早さで感染が拡大しています。インフルエンザの予防と併せて患者様へ手洗いの励行を促していきましょう。また、スタッフも体調管理に充分留意して業務にあたるようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

· 船場　幸子様～本日、１１時～１５時３０分までご家族付き添いにて、ランチ外出さ

れています。御家族より単独外出許可証に記入して頂いています。

帰院時には外出の様子を本人・ご家族より確認していきましょう。

また、帰院後の疲労感の有無についての確認・観察を行っていきましょう。

・本田　英之様～昨日外泊よりお母様と一緒に帰院し、ご本人はぼんやりと立ったままで、

　　　　　　　　お母様から「楽しく過ごせました」と報告あり、帰られています。その

後、１２月１３日（水）の１１時２０分から１３時４５分まで外出希望

が聞かれています。就床時間が遅くなっており、生活リズムが乱れてきています。主治医診察にて情報提供していくこととします。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・沢田　三朗様～先週、東病棟の患者様（北山様）より怒鳴られるという事がありました。

　　　　　　　　突然に目が合って、一方的に話され途中退席されたという事で、その時

は表情硬くしていたという事です。現在北山様は、作業を拒否し休まれ

ていて、沢田様は変わりなく参加されています。動悸や不調を訴えて来

る方なので、不調の時は休養してもらったり、無理をさせない程度に見

守りしていきます。新しい作業にはなかなか取り組む事が出来ず、いつ

も同じ自由画を描いています。意欲を引き出すように共同作業などを機

会に、役割を設定し関わっていきます。

病棟より：今後について月一回の外泊訓練をし、段々に家にも慣れてきたとの発言も聞かれ、年末年始の外泊の様子やご家族の意向を確認の上、今後の生活設定が出来る様に関わっていきます。

· 小比類巻　昇様～現在は自ら何かを行なうという事は無く、テーブルに伏していたり、

　　　　　　　　　　ストーブのそばで休んでいる事があり、促しにて折り紙のロジック

を行っています。自分から取り組む事や、継続する事が出来ずに声

掛けを要していますが、知らない所は自分から聞いたり、作業が終わった時の報告などは出来ています。活動性・集中力など高めるように関わって行きます。

　　　　病棟より：昨日、交通機関利用目的の為、スタッフ付き添いにて、市街へ外出し

てきています。市内までのバス利用の仕方を評価しています。時間の

み教え、どのバスに乗るか見守りにて確認しています。市内に行くバスを３台乗り過ごし、３０分程待ちますがどれに乗るかわからない為、乗るバスを教えています。時刻表も日曜日でしたが平日の時刻を確認しています。市内に着くと、帰るバスの停留所が分からず、反対側のバスに乗ろうとしています。また、帰りのバスの停留所に行く際、駐車場で立ち小便をしようとする事あり、近くのコンビニへ誘導しています。マナー・社会資源の利用方法について再度確認していく必要があります。バス利用について何が足りないのかを伝え、青山荘など利用し訓練してはどうかとスタッフより勧めていますが、お金がもったいないからと、話されています。疾病に対する認識と、現在の生活能力への適切な自己評価は充分でない思われますので、今後は個別の疾病教室・バスの乗車訓練を行い、症状管理と生活能力を回復させる為のリハビリの必要性について認識出来る様関わっていきます。

・加賀谷　芙美子様～白内障があり、折り紙のロジックなどのり付けなど一気にやる事があり、言ったことに対し理解出来ずに居る事があります。以前は「白内障だから出来ない」と話される事もありましたが、自らつぎ何を

　　　　　　　　　　やるのか聞いてきたりしています。今後も活動性を保てるようにし援助していきます。

・佐々木　淳様～早口、一方的にまとまり無く話される事があります。作業では計算を

　　　　　　　　希望される事が多く、集中力を高めるよう関わっていきます。

　　　病棟より：年末年始の外泊日程を御家族と話し合った事で、気分が高揚したものと

　　　　　　　　考えられます。自身の病状について自己洞察を促す事で、静かに過ごす事出来ています。本日の日勤帯でも周囲への話し掛けあり、行動にもやや落ち着きにかけていますが、日課・プログラムは支障なく取り組まれています。現在の状態について認識して頂くと共に、外泊時の過ごし方（嗜好品・水分を過剰に摂取しない）について関わっていくこととします。

＜週間予定＞

１２月１２日（火）　坂本　のり子様　小坂Ｄｒ診察予定

　　　　　　　　　　田野端　忠夫様（足底）・三上　勇様（左足底）スピール膏貼布

　　　１３日（水）　定期寝具交換（布団カバー）

　　　１４日（木）　皮膚科診察

　　　１５日（金）　歯科受診（井上　和美様）

　　　　　　　　　　モップ出し（深夜帯勤務の方）

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

· 駒木　学様～本日スタッフが昼食後薬服用の確認の為訪室すると、「１２月２５日外　

　　　　　　　　出予定になっていますがいいですか？」話される事があります。スタッ

フ側でも御家族へ確認することとします。また、２５日は病院行事がある事も併せて説明した上で、外出泊日時の検討・確認をするように伝えています。

・山火　るい子様～現在血圧低値で不調の訴えは聞かれませんが、ぼんやりと立っていた

り、外の方を眺めていたりする事があります。何か悩み事がありますかの問いには、「うーん」と言葉をにごし、はっきりと話される事はありません。「前の方の部屋が良かった」とも話される事もあり、部屋移動後の環境にまだ充分慣れていないことで不安を感じていると考えられます。薬剤による血圧低値が考えられる為、１２／７の朝内服より、クレミン（精神神経用剤）７５ｍｇ→５０ｍｇ減薬になっています。睡眠パターンの変化を含めた生活リズムの変化について観察・確認し、日中の活動に支障がないよう介入していきましょう。

＜勉強会＞

ノロウイルスに関するＱ＆Ａについて

　感染性胃腸炎の最近の発生状況に鑑み、また、平成1８年12月5日に開催した薬事食品

衛生審議会食品衛生分科会食品衛生部会における議論等を踏まえ、「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」について改定しましたのでお知らせします。

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に流行します。

　ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、おう吐、

下痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子どもやお年寄りなどでは重症化したり、吐ぶつを誤って気道に詰らせて死亡することがあります。

　ノロウイルスについてはワクチンがなく、また、治療は輸液などの対症療法に限られます。

　従って、皆様の周りの方々と一緒に、次の予防対策を徹底しましょう。

〇患者のふん便や吐ぶつには大量のウイルスが排出されるので、

（1） 食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。

（2） 下痢やおう吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしましょう。

（3） 胃腸炎患者に接する方は、患者のふん便や吐ぶつを適切に処理し、感染を広げないようにしましょう。

〇特に子どもやお年寄りなどの抵抗力の弱い方は、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱して食べましょう。また、調理器具等は使用後に洗浄、殺菌しましょう。


































